
立神地区 真珠養殖の概要 

稚貝・（写真の円形物は 1円玉）        ③管理作業・淡水処理（２～４時間の侵食により付着生物を除去） カキ・フジツボ等の除去（貝掃除）           採苗貝受け取り時点の     

１年貝 

                            

 

 

 

 

    沖出し袋 

  ①稚貝（採苗貝）の受け取り        ②養成                      網目の大きいかごへ（入れ替え作業）            

 

                                                                    

 

2年貝 

                 貝掃除      籠詰め（卵止め・抑制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年貝                            

     抑制貝調整（核入れ施術準備）  核入れ（挿核作業）   養生籠へ     基地筏へ吊る     沖出し   管理作業（ウオッシャーと手作業）  採集作業                     選別作業                                                            

                                            

 

 

 

 

 

                            5～６月核入れは 3年貝・7月は 2年貝も使用 

 

 

   

 

※                             

 

※ 周年に亘るアコヤガイの成育には夏の管理作業期間で、貧酸素、赤潮、台風等の荒天準備、大雨による低比重対策が欠かせない。 

※ 夏場（5～10月）には海草類、ホヤ、フジツボ、カキ、寄生虫等の外敵を駆除するため、淡水処理、濃塩水処理、ウオッシャーによる付着物の除去を随時行っている。また、落ちにくいカキ、フジツボ等は貝掃除出刃にて手作業で行なう。 
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８月 

 

提灯籠に収容

した図 

 

付着物により随時

淡水、濃塩水処理 

 

付着物により随時

淡水、濃塩水処理 

本事業では 11月初旬に延長養殖とする漁場に移動。その後水温等、環境状況を見ながら採集適期（最長 3月）を判断し採集を行う。 

11月 延長養殖漁場に移動   採集・最長 3月（水温等、適期を状況判断） 本事業 

3～5分目提灯 玉ネギ袋 

 


